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C ルソー著『エミール』 →p.98ヒストリーツアーズ「『⽇本国⺠男⼦』よ、国会議事堂を⽬指せ⁉」 
両性に共通にある能⼒も、すべてがどちらにも同じ程度にあたえられているわけではない。しかし、全体においてみれ

ば、その差は相殺
そうさい

されている。⼥は⼥としてすぐれており、男と考えれば劣
おと

っている。…… 
だからといって、⼥性はどんなことについても無知でいるように育てるべきだ、ただ家事のつとめだけをさせておくべ

きだ、ということになるだろうか。……もちろん、そんなふうであってはならない。……⾃然①は、そんなことを命じては
いない。はんたいに、⾃然は、考えること、判断すること、愛すること、知ること、顔と同じように精神をみがくこと、
そういうことを⼥性に望んでいる。それらは⼥性に⽋けている⼒の代わりになるように、そしてわたしたち男性の⼒を導
くように、⾃然があたえている武器なのだ。⼥性は多くのことを学ばなければならない。しかし、⼥性にふさわしい知識
だけを学ぶべきだ。…… 

⺟親の健康な体質はまず⼦どものすぐれた体質を決定するものとなる。⼥性の⼼づかいは⼈間の初期の教育を決定する
ものとなる。さらに、⼥性によって、男性の品⾏、情念、趣

しゅ
味
み

、楽しみ、幸福そのものさえも左右される。そこで⼥性の
教育はすべて、男性に関連させて考えられなければならない。男性の気に⼊り、役に⽴ち、男性から愛され、尊敬され、
男性が幼いときは育て、⼤きくなれば世話をやき、助⾔をあたえ、なぐさめ、⽣活を楽しく快いものにしてやる、こうい
うことがあらゆる時代における⼥性の義務であり、⼥性に⼦どものときから教えなければならないことだ。こういう原則
にさかのぼって考えないかぎり、⼈は⽬的から遠ざかることになり、⼥性にあたえる教訓は⼥性⾃⾝の幸福にもわたした
ち男性の幸福にもいっさい役にたたないことになる。 〈今野⼀雄訳『エミール(下)』岩波書店〉 
 

 ①性別や年齢
ねんれい

、健康状態など⾝体的特性に基づく法則を意味している。史料中の男⼥の役割分担は差別とは考えられておら
ず、「⾃然」による差異として認識

にんしき
されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史料で深めるヒストリーツアーズ(史料編) 史料C 

『社会契約
けいやく

論』を書いたことでも知られる18世
紀の哲学

てつがく
者ルソーは、この『エミール』で教育 

の重要性を論じた。本書では「⼦ども」についても述
べられているが、これは当時「⼩さな⼤⼈」、つまり貴
重な労働⼒と考えられていた幼い存在を、教育の対象
者としてとらえ直す画期性をもつ。さらに、⼥性教育
の必要性を指

し
摘
てき

していることも当時の⾵潮においては
異質であった。 
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〈筑波⼤学附属図書館蔵〉 


